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九
月
十
日

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
青
森
県
六
ヶ
所
村
を
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
候
補
地
と
す
る
政
府
決
定

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
九
月
十
日
受
領
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弁
第
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六
六
号
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夫



衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
青
森
県
六
ヶ
所
村
を
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
候
補
地
と
す
る
政
府

決
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
考
え
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
又
は

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
取
り
巻
く
経
済
的
、
社
会
的
な
事
情
等
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア

等
に
お
い
て
は
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
を
行
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
で

は
、
原
子
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
貢
献
を
一
層
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
使
用
済
燃
料
を
再
処

理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ン
等
を
有
効
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
お
り
、
こ
の

た
め
、
諸
外
国
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
に
関
す
る
考
え
方
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
技
術
的
知

見
を
有
す
る
国
等
と
、
原
子
力
研
究
開
発
機
関
間
の
国
際
共
同
研
究
等
の
国
際
協
力
を
適
切
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
あ
る
日
本
原
燃
株
式
会
社
の
再
処
理
施
設
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

一



び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
四

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
再
処
理
事
業
の
事
業
指
定
を
行
う
際
に
、
原
子
力
安
全
委
員
会
が
定
め
た
再
処
理
施
設
安
全

審
査
指
針
に
照
ら
し
、
再
処
理
施
設
の
基
本
的
な
設
計
に
お
い
て
多
重
防
護
の
考
え
方
が
適
切
に
採
用
さ
れ
、
所
要
の
安
全

確
保
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
お
念
の
た
め
に
異
常
事
象
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
一

般
公
衆
へ
の
影
響
が
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
確
認
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
火
災
、
爆
発
等
の
各
種
異
常
事

象
の
う
ち
一
般
公
衆
の
放
射
線
被
ば
く
が
最
大
と
な
る
臨
界
事
象
に
お
い
て
も
、
そ
の
評
価
値
は
約
〇
・
五
七
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
あ
っ
て
、
一
般
公
衆
の
著
し
い
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
の
有
無
を
判
断
す
る
上
で
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る
五
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
再
処
理
施
設
が
試
運
転
を
開
始
し
た
後
に
お
い
て
も
安
全
規
制
等

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
再
処
理
事
業
に
要
す
る
資
金
の
確
保
や
放
射
性
廃
棄
物
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
及
び
技
術
的
実
現
可

能
性
の
実
証
を
行
う
計
画
（
以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
」
と
い
う
。
）
で
は
、
詳
細
な
工
学
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
主
要
な

機
器
に
つ
い
て
は
実
機
大
の
試
作
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
建
設
コ
ス
ト
の
見
積
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
か

二



ら
発
生
す
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
「
Ｒ
Ｉ
・
研
究
所
等
廃
棄
物
処
理
処
分
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
平
成

十
年
五
月
二
十
八
日
原
子
力
委
員
会
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
専
門
部
会
報
告
書
）
等
に
示
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
い
て
、

現
在
の
技
術
に
よ
っ
て
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
六
月
三
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
に
お
い
て
は
、

核
融
合
反
応
が
、
核
分
裂
の
よ
う
な
連
鎖
反
応
で
は
な
く
、
プ
ラ
ズ
マ
の
粒
子
密
度
や
圧
力
の
限
界
を
超
え
た
り
不
純
物
が

混
入
し
た
り
す
る
と
反
応
が
終
息
す
る
性
質
が
あ
り
、
核
的
暴
走
の
危
険
が
な
い
こ
と
や
、
反
応
生
成
物
と
し
て
核
分
裂
生

成
物
の
よ
う
な
高
放
射
性
物
質
が
生
ま
れ
な
い
た
め
放
射
性
物
質
の
崩
壊
熱
の
密
度
は
小
さ
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
確
保
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
係
る
事
故
等
に
関
す
る
検
討
を
十
分
に
行
い
、
前
述
の
決
定
に
至

っ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
政
府
の
考
え
方
を
覆
す
も
の
で
は
な
い
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

三



Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
係
る
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
最
終
設
計
報
告
書
」
（
平
成
十
三
年
七
月
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
理
事
会
承

認
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
も
参
考
の
上
、
ト
リ
チ
ウ
ム
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て

の
評
価
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
放
射
性
物
質
を
除
去
又
は
低
減
す
る
影
響
緩
和
施
設
の
機
能
の
維
持
等
そ
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細
に
評
価
・
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
係
る
安
全
確
保
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
屋
に
墜
落
又
は
激
突
し
た
場
合
に

お
け
る
技
術
的
な
安
全
性
の
考
慮
も
含
め
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
立
地
場
所
の
状
況
等
に
応
じ
、
今
後
詳
細
に
評
価
・
検
討
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
四
）
に
つ
い
て

日
本
原
燃
株
式
会
社
の
再
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
等
に
基
づ
く
安
全
審
査
に
よ
り
、
技
術
的
見
地
か

ら
は
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
事
故
の
発
生
を
仮
想
し
て
も
、
使
用
済
燃
料
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の

で
あ
る
と
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
厳
正
に
安
全
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
候
補
地
の
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た
。

四



な
お
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
は
、
万
一
に
備
え
、
原
子
力
施
設
に
お
い
て
異
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
を
仮
定
し
、
そ
の
影
響
の
及
ぶ

可
能
性
の
あ
る
範
囲
を
技
術
的
見
地
か
ら
十
分
な
余
裕
を
持
た
せ
つ
つ
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き

地
域
の
範
囲
と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
安
を
原
子
力
安
全
委
員
会
が
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
サ
イ
ト
適
地
調
査
専
門
家
会
合
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
誘
致
候
補
地
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
地
質
構
造
及
び
過
去
の
地
震
の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
青
森
県
六

た
か
ほ
こ

く
い

ヶ
所
村
の
調
査
地
点
で
は
、
�
地
盤
の
支
持
力
に
つ
い
て
は
、
第
三
紀
岩
盤
（
鷹
架
層
）
に
岩
着
支
持
や
杭
基
礎
支
持
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
イ
ト
条
件
に
お
け
る
長
期
面
圧
を
十
分
な
裕
度
を
も
っ
て
充
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
、
�
地
震

に
対
す
る
地
盤
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
支
持
地
盤
が
第
三
紀
岩
盤
で
あ
り
、
過
去
の
地
震
記
録
に
基
づ
く
と
震
度
五
を
大
き

く
上
回
る
大
き
な
地
震
の
発
生
す
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
付
近
に
顕
著
な
活
断
層
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
想
定

さ
れ
る
地
震
動
に
対
し
て
地
盤
安
定
性
は
十
分
に
確
保
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
、
と
評
価
し
て
い
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
か
ら
発
生
す
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
は
県
内
で
当
該
放
射
性
廃
棄
物
の

五



処
分
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
は
現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
係
る
安
全
確
保
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
技
術
的
な
安
全
性
の
考
慮

も
含
め
て
、
今
後
詳
細
に
評
価
・
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
の
（
一
）
に
つ
い
て

長
寿
命
核
種
を
含
む
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
政
府
間
に
お
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

四
の
（
二
）
に
つ
い
て

約
七
千
億
円
と
の
額
は
、
平
成
十
二
年
に
行
わ
れ
た
非
公
式
政
府
間
協
議
に
お
け
る
考
え
方
に
基
づ
き
我
が
国
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
を
誘
致
す
る
場
合
の
試
算
で
あ
り
、
実
際
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
お
け
る
費
用
負
担
は
今
後
の
政
府
間
協
議
に
よ
り
決
定
す

る
。こ

の
試
算
に
は
、
国
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
整
備
に
係
る
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
施
設
ま
で

の
送
電
線
の
整
備
に
係
る
費
用
等
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
誘
致
を
希
望
し
た
青
森
県
が
負
担
を
提
案
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

六



四
の
（
三
）
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
つ
い
て
は
、
政
府
全
体
で
そ
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
所
要
経
費
に
つ
い
て
は
、
「
科
学
技
術

基
本
計
画
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
他
の
科
学
技
術
上
の
重
要
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
、
既
存
の
施
策
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
、
原
子
力
分
野
の
予
算
の
範
囲
内
で
確
保
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

五
の
（
一
）
に
つ
い
て

総
合
科
学
技
術
会
議
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
八
月
六
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）

に
お
い
て
「
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
可
能
と
判
断
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理

等
の
過
程
に
お
い
て
費
用
負
担
や
管
理
責
任
等
が
生
じ
る
こ
と
を
勘
案
し
た
上
で
、
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
総
合
科
学
技
術
会
議
決
定
）
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
誘
致
す
る
場

合
に
は
、
「
安
全
性
の
確
保
と
放
射
化
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
へ
の
説
明
や
放
射
化
物
の
処
理
費
用
の
必
要
十
分

な
積
立
て
も
含
め
、
十
全
に
対
応
す
る
こ
と
」
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
誘
致
に
関
す
る
「
国
際
熱

核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
閣
議
了
解
）
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の

七



で
あ
る
。

五
の
（
二
）
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
関
し
て
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
費
用
の
負
担
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
政
府
間
に
お
い
て

協
議
中
で
あ
る
。

五
の
（
三
）
に
つ
い
て

一
の
（
二
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
か
ら
発
生
す
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
「
Ｒ
Ｉ

・
研
究
所
等
廃
棄
物
処
理
処
分
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
等
に
示
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
技
術
に
よ
っ
て

適
切
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八


